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戰偾及び賠償問題の存在を以て現

1»
:

界恐慌
'0

根
本
的
な
原
因
.で
あ
る
と
說
く
論
翁
も
尙

#

在
するo

:

併
し
之
を
現
恐
慌
の
根 

本
原
因̂
は
到
底
考
へ
得
な
い
。
.例
.へ
ば' 

Mlynarski

食
ぞ
：も
認
め
：

H

居
る
如
：ぐ
に
、
.戰
僙
及
び
賠
償
金
は
一
九
一
一
六
一
一
八
年 

ま
で.は
何
の
不
況
を
も
惹
起
さ
ず
に
支
拂
は
れ
、

{寧
ろ
當
時
は
戰
後
に
於
げ
る
最
繁
榮
期
：で
あ
ら
た
。
，叉
そ
の
支
拂
を
停
止
し
た

フ
1
 

ヴ
ァ
！

モ
ー
フ
ト
リ
ウ
ム

も

恐
慌
の
發
展
を
阻
止
し
得
ず
、
そ

.の「停
止
の

1

年
後.に
は
更
に
激
し
い
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
の

.危
機
を.坐
じ. 

た
。
戰If
及
び
踣
實
金
問
題
は
恐
慌
に
確
に
責
任
あ
り
と
す
る
も
、
：そ
れ
だ
け
で
は
今
日
の
こ
の
大
力
ク
ス
ト
ロ
フ
ィ
を
說
明
し
得
る 

も
の
で
な
い
。.從
，つ
て
又
此
間
題

.：の.徹
底
的
な
解
狄
を
見
る
も
を̂
以.'て世
界
恐1̂
の
克
服
策
と.は
至
底1,
做
し
得
なぃ.
或
は
寧
實 

上
そ.の
何
れ
の.支
拂
も
亭
止
さ
れ
て
し
ま
つ
，た
今
日

.と
な
つ
て.は.、
$
1
3の，言
の̂く
、̂
題
自
體
旣
に

「

.全
く
死
せ'る
_
, 

as. dead 

as m
i
n

も
の
で
、

「

腐
り
か
け
の
羊
の
肉
の
如
き

」

も
の
だi極
言
し
得
る
か
も
し
れ

ぬ

。

P
.
令
や
歐
洲
側
の
強
硬
な
不
拂
の
態
度 

に
對
し
て
來
國
が
今
後
如
何
な

.る
態
度
に
出
る
か
、
.
.全く
主
客
顚
倒
の
細
が
あ
る
。
此
點
か
ら
見
れ
ば
、
戰
偾
及
び
賠
償
問
題
は
終
に 

米
_に
於
け
&
磷
悄
帳
消
論

 

三
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三
二

2

六
三
、
ノ

米

國

の

^

^

1
對

歐

關

係

を

如

何

^
處

す

る

か

0

|
に

歸

し

た

と

，̂

武
ひ

.得

.る
で

あ

ら

ぅ

0ゝ 

-

註

晏

 

g晷

，w
.
l
l
i
t
a
n
d

 Peabe. 

p. 

l
p
-
K
e
7
I
J
,
:
M
-
—

T
h
e

 w
o
r
l
d
v
w
c
o
n
o
^

'询
に
賠
題
た
け
を
採
つ
て
見
れ
ぱ
、ド
ー

.ズ
案
、

T
ン
グ
案
、
フ

1
ヴ
ァ
丨

•
モ
ラ
ト

•!
}
ア
ム
を
經
で
昨
年
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
會
議 

の
決
議
I

三

十

億

マ

ル

ク

の

：：歐

洲

復

興

資

金

：
の

.交
付
-
—

^はそ
の
最
終
的
解
決
^
到
達
し
た
も
の
と
.ー.彦
 

藍
し
復 

興
金
の
支
拂
に
就
て
は「
決
議
案T.

項」

に
依
.る
次
の
如
き
條
件
.の
公
愦
の
發
行
提
供
：を
.以
て
し
た
事
は
事
實
上
賠
償
の
棒
引
に
等
し
き 

.も
0
.で
あ
る
0
即
ち
そ
の
發
行
條
件
は(

.
1
.
.
>

ロ一.ケ
年
後
市
場
..の：̂
況
.が
公
溃
發
行
^
適
當
な
^
場
合
|?
:
發
行
1(I..1 )

發
行
價
格
九
十
マ 

ル
ク
、(

三)

利
子
五
分
並
に
減
.倩
基
金
に
振
當
つ
.ベ
き
利
子|

分
、(

四)

本
條
約
批
淮
後
十
.五
ゲ
年
間
、
本
公
偾
發
行
不
可
能
の
.際
に 

は
本
公
偾
は
廢
粢
、(

五)

本
公
偾
は
バ
.丨
ゼ
ル
.に
於
け
る
國
際
決
濟
銀
行
之
を
保
有
し
、
公
偾
：の
收
入
を
歐
洲
の
復
M
1金
に
充
當
。

,此
決

議

は

之

を

ー

；九

三

〇

年

| |

月
の

_ヤ
シ

グ

案

に

：依

る

賠

獲

午

宵

}一一.

十

九

億

五

百

七

十

萬

マ

ル

ク

、

五

十

八

年

々
賦

に

比

ず

る

夺 

は
雲
泥
の
差
と
一K

は

ね

ば

.な
ら

ぬ

。

而

も

三

ケ

年

の

猶

豫

期

間

が

附

さ

れ

、

そ

の

上

條

約

批

淮

後

十

五

ケ

年

間

公

偾

を

發

行

し

得

る

^
 

態

に

间

復

せ

ざ

る

時

は

公

债

の

發

行

は

廢

棄

さ

れ

る

の

で

あ

る

。

此

事

は

獨

乙

か

ら

見

れ

ば

、

現

在Q

と

こ

ろ

賠

ff
Q
褒

棄

が

承

認

さ 

れ

た

に

等

し

い

。
評
•
賠

偾

廢

棄

を

一

モ

ッ

ト

丨

と

し

た

ヒ

ッ

ト

ラ

丨

一

派

が

絕

對

的

勢

力

，；

y

獲

得

し

た

今

日

、
獨

こ

が

敢

>
て
賠
僧
廢

楽

を

俄

■

明

す

る

必

要Q

な

い

所

以

で

あ

る

。

併

し

乍

盒

謙

の

證

に

は

決

定

的

な

一

條

件

が

誓

れ

て

居

る

。

そ

外

よ

業
 

戰

偾

問

題

の

解

決

次

あ

る

0
:之
が

御

等

か

の

解

決

を

>見
ざ

る

ぅ

ち

は

、

P
1
ザ

ン

ヌ

會

議

の

成

果

も

單

に

一

片

の

反

故

に

過

ぎ

u

^

c
 

な

る

か

も

し

れ

ぬ

の

で

お

る

。

藍

し

英

怫

新

日

間Q

紳

士

協

約

に

依

れ

ば

、
.
口

丨

ザ

ン

ヌ

協

定

の

最

終

的

效

カ

の

證

は

各

國

の

批

淮

終
了
後
な
る
こ

と

•

而
も
そ
の
批
准
は
各
國
の
倩
權
國
と
の
間
に
協
定
成
立
後
に
行
ひ
、
斯
く
て
初
め
て
對
獨
協
定
は
效
力
を
發
生
す 

可
く
、
若
し
批
准
不
成
立
の
際
に
は
フ
ー
ヴ
ァ
1
•

モ

ラ

ト

リ

ア

ム

以
前
の
狀
態
に
立
ち
歸
る
可
き
こ

と

が

約
さ
れ
て
：居
る
。
茲
に 

「

各
國
の
偾
權
國」

と
は
合
衆
國
に
外
な
ら
ず
、
從
つ
て
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
協
宛
は
對
米
戰
偾
問
題
に
就
て
何
等
か
の
解
決
を
見
ね
ば
批
准
さ 

れ
る
，に
至
ら
ず
、
ま
た
そ
の
双
力
の
發
t

期
待
し
得
ぬ
譯
で
あ
る
。
斯
く
し
て
淺
さ
れ
て
居
る
の
が
對
米
戰
愦
問
題
で
あ
る

。

そ

し
 

て
蔽
に
ー
九
二
三
年
の
英
國
を
初
め
と
し
、

1

九
ニ
九
年
の
ギ
リ
シ
ァ
を
最
後
と
し
て
償
還
協
宛
の
成
立
を
見
た
歐
洲
聯
合
國
の
對
衆 

、戰
偾
問
題
を
稗
燃
せ
し
め
る
に
至
つ
た
。

.

註
拙
稿「

現
時
の
世
思
經
濟
恐
慌
槪
觀」

I

頁(

-I
n

:

界
經
濟
問
觀
座)

く 

之
を
實
際
問
題
と
し
て
見
る
に
米
國
々
務
省
は
、.

口
1
ザ
ン
ヌ
協
定
の
發
表
と
共
に
、
同
國
も
亦
戰
债
の
減
額
に
就
て
#
目
の
提
案 

に
對
し
七
個
別
的
に
考
慮
す
る
用
意
の
あ
る
こ
と
を
聲
明
し
た
。
而
も
生
偾
務
國
た
る
英
國
か
ら
米
國
に
對
す
る
此
問
*]
®
に
就
て
の
意 

見
の
交
換
と
フ
ー
ヴ
ァ
ー
•
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
期
限
後
最
初
の
戰
债
支

»

日

-—
»
九 

一
一
ー
ニ
苹
十
ニ
月
十
五
日
の
支
拂
停
±
の
要
求
は
米
國
の 

拒
絕
す
る
と
こ
ろ
と

.

な
つ
た
。
そ
し
て
同
期
日
に
之
を
支
拂
0
た
の
は
英
國
、
饼
太
利
、
チ
ラ
ッ

.

コ
ス
ロ

-

ゥ
T

キ
ア
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
及
び 

リ
ト
ァ
チ
ア
だ
け
で
あ
つ
た
0
佛
國
の
如
き
は
そ
の
た
め
に

.

H

リ
オ
內
閣
の
總
辭
職
を
見
た
。：：英
國
も
亦
對
來
傭
牒
巾
に
於
て「

今
囘 

の
支
挪
は
英
國
政
府
に
侬
る
と
の
種
支
挪
の
最
終
的
支
拂
と
思
考
さ
る
可
逄
も
の」

と
す
る
：皆
を

.

述
べ
た
。
斯
く
て
と
の
ま
、
で
は
今 

後
戰
偾
不
履
行
に
依
る
歐
洲
聯
合
國
侧
對
合
衆
國
の

.

尉
立
の
持
遍
の
外
ホ

^ 0
そ
0
溯
識
偾
償
潘
1
定
を
沽
糖
文
と
し
て
、

ロ
ー
ザ
ン

'ヌ
協
定
は
未
批
准
0

ま

：
、

生

き

て

居

る

_

で
あ
る
0.
:#
し
之
姑
歐.
來
間
に
別
の
重
大
な
紛
糾
皆
/1
ぜ
'-
1
.
め
ず
に
は
置
か
ぬ
で
，',あ
ら
ぅ
0

-

. 

. 

.

. 

- 

. 

•
' 

. 
■
 

.
 

.
 

■.
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米

S

於

け

る

清

帳

消

論 

三
四

(

一
六
四

2
 

併

I
斯

く

の

如

き

I

極

端

な

偾

權

强

要

國

か

、

捨

鉢

な

债

麗

棄

國

を

除

い

て

は

ょ

く

忍

び

得

I

で

な

いo

英

米

の

f

は
旣
に 

今

#
、
此

問

題

に

就

.

|
議

さ

れ

る

事

.に
な

つ

て

居

つ

た

が

、
米

國

の

金

融

恐

慌

の

勃

發

は

之

を

今

秋

ま

で

持

1
さ

せ

る

琪

に

な

つ

た

。 

、
葉

間

の

協

商

の

結

银

如

何

。

償

還

條

件Q

緩

和

か

、

或

鐘

ん

で

棒

引

か

。

何

れ

に

し

て

も

英

國

は

I

從

つ

て

英

米
⑴

の

協

定
 

の

成

立

を

見

た

上

で

順

次

協

議

の
I

開

始

さ

れ

る

で

あ

I

と

思

は

れ

る

歐

洲

の

窗

も

ー

醫

的

に

捧
引

に

近

い

大

讓

歩

を

得

て

、

T

ザ

ン

ヌ

應

Q
成
f

反
故
た
ら
し
め
f

麗

Q

解
f

 
f

れ

ば

蹵
し

な

>

で
あ
I

。

管

に

■

管

が
如

く

、

戰 

俊
と
賠
償
と
の
無
關
係
、.
並
に
戰
霍
消
反
對
は
平
和
會
議
以
來
の
合
衆
國
政
府
の
モ
ッ
ト
丨
で
あ
る
0
而
も
交
涉
の
決
裂
は
そ
の
後 

に

來

る

霖

を

管

、
葉

證

.0
'

斷
行
し
得
る
所
で
は
な
く
、
务
ら
ず
や
幾
多
の
交
渉
の
後
、
合
衆
國
が
他
に
何
等
が
0

代
？

得 

て
大
讓
步
を——

W

質
的
に
は
棒
引
に
等
し
い
承
認_

-

を
爲
す
に
至
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
茲
に
戰
愦
及
び
^

说
出
題
0

決
觉 

客

決

を

見
.
§

5

1

。
而
も
此
解
決
は
麗
、.一

部Q

人
々Q

期
待
す
る
が
如
く
此
贳
霊
打
開
の
鍵
た
り
得
f

 
.の
で
ま

'

ぃ
。

.

i

米
戰

f

題
に
就
て
の
歐
掛
側
の
主
張
が
そ
の
露
的
な
帳
消

Q

置
に
あ
る
こ
と
は
明
瞭
で

t

o

之
に
對
す
る
米
國
即
の
見 

解

|

っ
政」

I

眉
者
の

_

、
民
衆
の
輿
論
、
識
容
の
意
觅
は
如
何
で

.

あ
ら
ぅ
か
。
之
ぞ
此
問
題
解
決
の

_

で

あ

る

と

宏

へ

る

で

あ
 

管

'

今
同
蔭
に
於
け
る
之
等
の
歸
趨
を
窺
は
ん
と
す
る̂

先
立
つ
て
、
寒
の
順
序
と
し
て
：戰
愦
の
起
源
、
そ
の

.

額
、
そ
の
_

等
の 

事
惝
に
就
て
極
め
て
簡
取

.

に
適
記
し
て
置
く
。 

•

1

般
的
に
沄
へ
ば
、

歐
洲
大
戰
に
關
す
る
歜
偾
に

.

は
獨
乙
か
ら
そ
の
同
盟
國
へ
の
戰
偾
と
聯
合
國
側
の

.

間
の
戰
偾
と
が
あ
る
。
前
者

.

.

.

.

. 

.

-
. 

< 

.

.

.

-

 

. 

.

.

.
 

.

の
問
題
は
獨
乙
の
マ
ル
ク
の
骚
落
と
共
に
解
消
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
戰
侦
問
題
と
し
て
取
扱
は
れ
る
の
は
聯
合
國
間
に
於
け
る
戰
费 

.

を
生
と
し
て
、
そ
れ
に

_

双
の
救
援
資
金
そ
の
他
の
偾
務
の
問
題
で
あ
る
。.

そ
し
.て
そ
れ
に
も
英
國
を
主
た
る
偾
權
客
と
す
る
歐
洲
的

.

.

. 

V 

. 

- 

• 

. 

.

.

.

.

. 

,

に
於
け
る
戰
愦
の
問
題
が
あ
る
が
、
併
し
そ
れ
は
茲
で
は
問
題
と
し
な
い
。
，英
怫
を
初
め
と
し
て
0
歐
洲
卿
合
國
の
對
米
戰
愦
.が
問
題 

の
巾
心
で
あ
る
。

^

し
此
對
米
戰
偾
の
解
決
故
自
づ
と
歐
洲
內
に
於
け
る
戰
倩
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
そ
の
，虫
愦
權
國
た
る
英
國
o ' 

態
度
に
依
つ
て
明
で
あ
り
、
ま
た
之
が
第
實
上
賠
偾
問
題
を
も
解
決
す
る
も
の
な
る
事
は
旣
述
し
た
所
で
あ
る
。

合
衆
國
參
戰
以
前
に
歐
洲
諸
聯
合
國
が
米
國
で
借
入
れ
た
偾
務
は
戰
僙
問
題
に
は
，入
ら
ず
、
合
衆
國
の
參
戰
後(

一)

同
國
政
府
が 

か
4
か
か
如
を
制
定
し
、
同
公
愦
の
發
行
に
.依
っ
て
、
聯
合
國
に
戰
費
を
主
と
し
て
、
そ
れ
に
休
戰
後
の
歐
洲
小
國
の
復
興
資
金
の
供 

給
、0

.
0

窮
廹
せ
る
歐
洲
諸
國
を
救
濟
す
る
爲
に
、

一
九
一
九
年
救
援
法
を
制
宛
し
て
の
食
糧
品
そ
の
他
の
供
給
、
並
に
同
三
月
の
合 

衆
，國
穀
物
#
社
の
組
織
：に
依
る
小
麥
粉
の
供
給
、
0

5休
戰
後
合
衆
國
が
そ
：の
剩
餘
軍
需
品
を
各
國
へ
の
寶
却
金
，の
合
計
が
所
謂
對
米 

戰
低
の
總
額
で
あ
る
。
而
も
茲
に
注
意
す
ベ
き
は
最
1«
額
に
及
ぶ
向
出
公
偾
の
發
行
に
依
る
皸
費
の
供
給
は
、
合
衆
國
內
に
於
て
軍
需 

品
食
轍
品
等
に
代
へ
ら
れ
て
歐
洲
へ
輸
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
他
の
項
目
に
就
て
も
明
な
る
如
く
、
戰
愦
の
殆
ん
ど
全
部
が
米 

國
內
：で
高
い
戰
時
物
惯
で
購
入
さ
れ
た
物
資
で
あ
っ
た
事
で
あ
る
。
今
歐
洲
聯
合
國
の
右
の
各
頌
目
別
の
對
來
戰
偾
2
_
九
こ
ー
ー
ハ
や
十 

一
月
現
在)

並
に
そ
れ
忙
對
す
る
利
子
を
表
示
す
る
に
次
の
通
で
あ
务
。
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右
表
に
依
つ
て
明
な
る
如
く
、
對
米
偾
務
總
額
の
四
5

は
英
國
、
三
三̂

は
佛
國
、

r

六
^

は
' #

太
刺
の
負
ふ
所
で
ぁ
る(

そ
の 

合
計
ば
九
〇
％
餘

)

。
而
も
英
國
は
對
來
偾
務
の
二

.

倍
以
上
を
柳
、
露
、:#
そ
の
他
に
供
給
し
、
f j
l

i

國
も
亦
露
、■

の
他
に
慕
の
戰 

費
の
貸
付
を
爲
す
等
歐
洲
聯
合
國
間
に
戰
倩
關
係
を
生
じ
て
居
る
第
は
旣
述
の
通
で
泌
る
。(

露
西
瓯
は
十
月
革
命
と
共
に
一
切
の
外 

債
を
歐
棄
し
た
。

)

然
ら
ば
此
對
米
愦
務
は
如
何

.

に
槳
理
さ
れ
た
か
0
英
國
は
後
述
(0
.

如
く
早
く
か
ら
戰
偾
帳
消
を
提
唱
し
た
が
、
勿
論
合
衆
國
の
相
容 

'

る
と
匕
ろ
で
な
く
、
合
衆
國
政
府
は
一
九
ニ
〇
平
三
月
に

.

三
ヶ
年
の
利
子
支
拂
の
猶
豫
を
债
務
國
に
通
齿
し
、
そ
.の
後
各
國
と
の
間
に 

數
华
に
耳
つ
て
個
別
的
に
償
還
に
就
て
の

.

協
定
を
締
：1
し
た
。
即
ち
そ
0
協
定
の
：§

を
表
承
す
れ
ば

.
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突
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合
計
三
六
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一0、Q
§
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乂
狒
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同
上
ニ一、

ニ
八
六
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.(

觅
京
商
エ
龠
議
所
丨「

賠
償
及
戰
傀
支
狒
撤
揿
間
題
と
佌
論」

に
依
る
。

す
表
っ
如
く
、
國
に
依
.

o

條
件
真
に
す
れ
ど&

グ

T
そ
の
他
の
囘
收
，不
能
分
を
別
と
し
て
、對
米
戰
S

何
れ
も
-费
作

還

t
務
に

■
さ
れ
、ま
た
同
表
の
示
す
如
く
、
.一
 
九
一
一io

f

著

で

の

-
^
f
行
は
れ
て
、

一
應Q

蜜

を

遂

げ

た

管

に

豫

霞

S

腿
は

£
ラ
丨
ヴ
ァ
1
.
•モラ
ト
リ
ア
ム
と
な
り
、ま
た

丨̂
ザ
ン
ヌ
協
定
と
な
つ
て
、
對
米
戰
偾
は
#
び
繁
問
の
問
題
と
な
る
に
至
つ
た
。

o'
上
合
衆
國
の
戰
偾
帳
消
丨
少
な
く
も
實
質
的
な
I

如
何
が
決
定
的
な
麗
と
な
つ
て
居
I

は
I

し
た
と
こ
ろ
で
ぁ
る
。

W

し
戰
霞
消
論
そ
の
も
の
は
遠
く
平
和
會
議
當
時
に
溯
つ
て
そ
れ
以
来
英
國
政
府
が
主
張
し
て
居
る
所
で

t

、
义
歐
米
識
背
の
出 

に
戰
後
歐
洲
の
囘
復
並
に
そ
の
後
の
不
況
棄
と
し
て
今
日
ま
で
絕
ヘ
な
か
つ
た
■

主
張
で
ぁ
る
。
而
も
傲
报
恐
其
深

I

と
ル
に 

V

の
克
墨
と
し
て
、
踩
に
合
衆
國

Q

 

S

的
復
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策
と
し
て
合
衆
國
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に
於
て
も
有
力
な
る
識
著
の

| 1
\

]

に
說
へ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
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へ
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論
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と
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て
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偾
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I
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は
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■
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條
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成
立
後
、
平
和
會
議
に
前
後
し
て
歐
洲
の
参
く
：の
擧
客
、實
際
家
に
依

米M
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於
け
る
戰
S
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ず

し

て

、

I

I

I

、
兩
者
の
見
解

は
打
I

I

|

九
ニ
一 
年
三
I

I

も

た
。
而
I

國

I

I

主
張
I

得
^
し
て
、
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九
二ニ
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け
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,

此
覺
書
の
要
旨
は
英
國
の
主
張
.は
，飽
く
ま
で
も
賠
償
戰
愦
の
.全
般
的
帳
消
に
あ
る
が
、
：そ

の
實
現
.不
可
能
な
る
に
於
て
は

、

英
國
は 

そ
の
偾
權
國
に
支
拂
ふ
必
要
以
上
に
そ
の
愤
務
國
に
要
求
す
る
も
の
で
な
い
と
沄
ふ
事
を
明
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
一
見
解
は
旣
に 

平
和
#
議
の
際
にLloyd G

e
o
r
g
e

に
依
つ
て
說
か
れ
た
所
で
あ
る
し

、

尙
そ
の
後
に
於
け
る
英
國
の
_
双
_

_

從
つ
て
怫
蘭
西
の
賠 

償
金
に
對
ず
る
强
い
要
求
が
あ
り
は
し
た
が
、
大
體
に
於
て
歐
洲
諸
國
を
指
導
し
て
ロ
ー
ザ
ン
'
ヌ
協
定
ま
で
に
運
ん
だ
英
國
の
態
度 

——

は
之
に
終
始
し
.て
來
た(

.少
な
く
と
も
一
九
三
ニ
年
末
ま
で
'は〕

。
合
衆
國
に
於
け
る
戰
愦
帳
消
論
の
消
長
を
主
題
と
せ
ん
と
す
る 

木
論
に
於V

は
、
歐
洲
側
に
於
け
る
當
時
の
主
張
に
就
て
は
之
以
上
言
及
し
得
な
い
。
併
し
英
國
政
府
の
帳
消
の
：主
張
に
至
つ
て
は
自

. 

. 

I
 

.

.

.

. 

.

.

.

. 

— 

- 

- 

,

國
の
確
實
な
支
拂
能
力
を
以
て
.負
ふ
偾
務——

之
あ
る
が
爲
に
米
國
が
帳
消
論
に
賛
成
せ
ぬ
.と
も
沄
ひ
得
る—

の
代
®
と
し
て
、
支 

拂
能
ヵ
の
疑
は
し
き
他
國
べ
の
偾
權
を
犧
牲
に
供
せ
ん
と
す
る
極
め
て
賢
明
汝
笕
と
稱
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
ら
ば
米
國
侧
の
熊
度
は
如
何
で
あ
つ
た
。
政
府
の
態
度
は
平
和
會
議
以
來
、
戰
愦
と
賠
償
と
の
無
關
係
を
主
張
し
、
帳
消
反
對
に 

終
始
し
て
來
て
居
る
。
戰
偾
と
賠
償
と
.の
無
關
係
は
法
律
的
、
叉
形
式
的
に
は
主
張
し
得
あ
と
し
て
も
、後
述
'(
0

如
く
經
濟
上
又
集
鹫
の 

上
に
於
て
兩
紫
の
間
に
密
歡
な
る
も
の
、
あ
る
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
斯
く
し
て
米
國
政
.府
も
そ
.の
無
關
係
を
主
張
し
な
が
ら
も
、 

琪
實
卜：

之
を
認
め
ざ
.る
.を
得
：ぬ
の
で
あ
る
。
i
.た
偾
權
國
政
府
が
そ
の
；债
翁
棒
引
'に
K

mし
、
又
.せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
ふ
^
も
一
應 

極
め
て
簡
眾
明
瞭
な
现
出
に
依
る
も
の
で
あ
る
0ヾ
戰
愤
の
棒
幻
は
、
そ
办
爲
に
發
行
さ
れ
た
自
出
公
倩
の
元
利
金
の
宜
額
の
支
拂
を
合 

衆
國
が
'J
I
受
け
る
事
に
な
る
。
そ
れ
は
結
局
：に
於
：て
合
衆
國
民
衆
の
負
檐
に
歸
す
る
_
で
あ
る
。
此
點
に
於
て一.

般
民
衆
が
之
に
反
對 

す
る
の
は
當
然
の
事
で
あ
る
し
、
從
っ
て
民
衆
の
支
持
に
依
つ
て
立
つ
共
和
黨
も
民
主
黨
も
、
何
れ
の
政
府
も
歷
代
戰
債
帳
消
の
反
對 

米
阈
に
.於
け
る
：駿
債
犋
消
論

.
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町

し
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も
之
に
赞
霧
表
す
る

が
如
き
こ
と
を

爲
し
得
な
い

の
で
あ
る
。
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併
し
合
衆
國
の
靡
の
中
、
眷
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I

多

く

雾

I

て
素
さ
れ
た
帳 

M

y

.

"
 f

j-
fn
な
f
 
I

た
か
、
又
彥
湯
し
て
如
何
な
る
反
對
論
が
說
へ
ら
れ
た
か
は
、帳
消
論

I

す
る

2

1
 

の
厂
駁
を
簡

-:年
に
#
記
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て

-そ
の
兩

1:
.の

適

と

そ

0
七

-
|
/

导

、

の
I

I

く

i

。
"
.

I

,

产

|

>

愿

|

得
る
で

|

。
即
ち
|

吕

F
r
i
e
d
m
a
n

の
反
駿
論

海
外 
I
、

戰
敗
騷
繁
體
金
を
支

f

f

位
な
ら
ば
、
佛
醫
も
銮
拂
ひ

"
I

ニ 

4
|

利
で
は
そ
の 
一
m

g f
s

i
じ

て

れ
 

こ
£

5
?
は

1 0
入
超
鑛
の
小
部
分
に
過
ぎ
ぬ
を
以
で
爲
替
相
場
證
の
馨
懸

丨
i

す

i

s

三
ケ
I

I

十
I

の
I

に
依
4

際
に
は
影
？

る
と
こ

戰
偾
帳
消
論
の
論
據

■:
■
- 

第
一
、
財
政
上
か
ら
の
生
張
：

(
<0

偾
務
國
の
支
拂
不
能

9)

歷
史
上
前
例
な
き
巨
額
な
る
こ
と 

(

C

〕

偎
称
國
の
渙
算
の
不
足

S

米

國

へ

の

挈

の

箭

が

寒

：
國

S

替
相

場
の
不
安
定
の
原
因

(

E〕

大
戰
に
料
す
る
米
國
の
犠
姓
の
比
較
的
少
な 

か
り
し
辦

9
V

聯
合
國
は
九
六
〇
〇
西
茁
卯
の
金
を
得
ら
れ 

ぬ
に
依
つ
て
、
金
で
は
支
柳
ひ
得
ぬ
の
で
商 

品
の
輸
出
に
依
る
外
な
い
。
若
し
歐
洲
が
商 

品
の
ダ
ンi

ン
グ
を
行
へ
ば
米
國
の
贸
易
は

.
 

.破
壊
さ
れ
る
。

ニ一、

政
'治
上
か
ら
の
主
張

CA)

戰
勝
阀
相
互
間
の
賠
償
金
の
支
狒
で
あ
る
。

(

B
W

こ
の
帳
消
の
負
擔
は
富
裕
國
の
堪
國
生
義
撲 

.
滅
费
の
出
禍
で
あ
る
。

(

C〕

平
和
.の
危
殆
。
戰
偾
の
存
續
は
倩
權
國
ベ
の 

僧
惡
を
生
じ
、
兩
國
の
友
交
關
係
を
畝
る
敁 

因
と
な
る
。

ろ
が
な
い
。

米
阑
は
十
九
ヶ
月
の
杂
戰
に
-;
五
、〇
〇
〇
西
茁
弗
の
國
債
を
負
ふ
。(

英
國
は
四
S
1一
 

ヶ
rl
に
一
|
、〇
0
〇
两
茁
弗
，佛
蘭
四
は
ニ
四
、〇
〇
〇
西
茁
兆〕

六
ヶ
H
の
戰
邵
に
失
っ 

た
人
命
も
他
の
闕
と
殆
ん
ど
.同
率
で
あ
る
。
而
も
ゥ
ィ
ル
ソ
ン
は
何
等
の
戰
勝
に
依
る
利 

益
を
求
め
な
か
っ
た
。
英
怫
は
政
治
的
に
又
經
濟
的
に
利
益
を
納
め
た
。
米
國
が
當
裕
だ 

か
ら
と
云
っ
て
帳
消
に
し
ろ
と
云
ふ
の
は
儉
理
的
に
は
正
し
く
と
も
、
世
界
各
闕
の
國
富 

W
分
配
の
論
據
と
は
な
ら
ぬ
。 

.

.

.若L
聯
合
属
が
商
品
で
支
拂
へ
ば
我
國
は
、
結
局
商
品
の
輸
入
超
過
と
な
る
で
あ
：ら
ぅ 

が
"
國
内
の
經
濟
的
狀
態
は
そ
れ
に
適
應
す
る
機
に
な
る
で
あ
ら
う
。
贸
爲
均
衡
の
艱
倒 

は
產
菜
上
狻
辰
し
つ
X
あ
る
國
の
TR
常
の
现
象
で
あ
る
。

若
し
米
國
が
戰
攸
を
帳
消
せ
ば
、
そ
れ
は
米
國
が
歐
洲
へ
陪
償
金
を
支
拂
ふ
こ
と
で
あ 

る
、
此
帳
消
は
米
國
が
最
大
の
罰
金
を
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
譯
で
あ
る
。
 

ゥ
ィ
ル
ソ
ン
も
認
め
た
如
く
、
堪
國
生
義
は
极
絕
し
な
か
つ
た
。

帳
消
論
若
は
之
が
國
際
間
に
ソ
リ
ダ
リ
テ
ィ
と
眞
の
'友
誼
と
•を
與
ふ
と
稱
す
れ
ど
、
米 

國
の
帳
消
は
舉
に
ー
時
的
感
謝
を
觅
る
に
過
ぎ
ず
し
て
、
永
久
の
國
際
的
ソ
9
ダ
リ
テ
ィ 

を
促
進
す
る
も
の
で
な
い
。
又
國
際
贷
借
の
存
布
は
平
和
を
膂
す
も
の
で
な
い
。
栽
し
戰 

前
英
國
の
海
外
役
資
は
米
國
政
府
の
貸
付
額
の
ニ
倍
に
も
及
び
、
m
に
外
僙
の
私
洵
と
公

米
國
に
於
け
る
磷
债
帳

iv
j
'論

四

C
1

六
四
九)
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f
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I

f
 

I
し

て

u

ュ
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ムス紙上

I

表された寄稿文である。而も彼

I

も

の

g
」

オ

P
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1
ョ
i
ク
•クィ

I

.
の
f

は
f

f
國に對す

I

衆國の德義論に終始して居

i  ■

る
0
'先
づ
戰
倩
が
取
純
な
契
約
上
0
債
務
で
は
な
く
、
戰
爭
と
い
ふ
協
同
目
的
の
爲
に
行
は
れ
た
も
の
な
る
を
述
べ
、
參
戰
に
依
：.つ
て 

米
國
は
何
等
の
利
益
を
納
め
ず
と
のH

o
o
v
e
r

の
所
說
を
駁
し
て
米
國
を
以
て
大
戰
'に
依
る
最
大
の
利
得
者
な
る
所
以
を
叙
し
、
页
に 

各
國
當
局
.者
が
.傲
務
帳
消
を
承
認
ず
る
と
は
信
じ
得
ず
と
爲
すHoover 

. 

Q

見
解
の
誤
議
を
指
摘
し
て
、
，最
後
に
米
國
は
愦
權
を
耍 

求
し
辱
る
有
ゅ
る
法
律
上
の
權
利
を
有
す
る
も
、
之
を
一
麼
高
所
ょ
り
見
る
時
は
そ
の
道
德
的
權
利
を
有
す
る
や
否
や
を
疑
問
と
し
之

を
否
定
し
て
居
る
。.

■而
し
てSeligman

は
そ
の
^

の̂
後
半
に
於
て
*
戰
债
を
法
律
上Q

債
務
と
見
る
.點
か
ら
も
、
そ
.の
支
拂
能
力
如
何
を
疑
問
と
ず 

る
。
而
し
て
そ
の
能
力
あ
る
は
英
國
の
み
と
見
做
し
、
且
つ
對
米
支
拂
の
利
子
及
び
年
賦
金
を
以
て
諸
國
ハ
ヰ
所
得
に
對
す
る
一
一
^
1
一
 

1

5
の
負
廣
に
過
ぎ
ず
と
爲
す
ff
i
s.
v
e
rの
評
價
は
過
少
に
し
て
、
少
众
く
と
も
そ
の
^
3額

以

上

な

り

と

指

摘

し

た

_!
史

に

對

米

偾

務 

の
支
拂
に
は「

輸
出
し
得
る
餘
剩」——

原
料
品
或
は
製
造
品
丨——

に
依
る
外
な
し
と
.写
ふ
說
に
對
す
る
K
。
。く
g
の
反
駁
を
批
評
し
、
 

國
際
貸
借
決
濟
方
法
に
：言
及
し
て
歐
洲
諸
國
は
此
場
合
輸
出
し
得
る
餘
剩
に
依
る
外
な
き
を
.認
め
た
。
而
も
そ
の
餘
剩
は
ハ
一)

社
#
的 

所
得
の
餘
剩
の
#
在(

一
一

)

輸
出
品
の
形
式
に
外
な
ら
ざ
る
に
、
歐
洲
の
現

*
で
は
前
者
の
餘
剩
は
存
せ
ず
、
叉
當
分
社
會
的
收
支
の
均 

衡
を
得
る
見
込
.■な

く
、
經
濟
.上
破
靡
.狀
態
に
あ
る
，所
以
を
說
含
、
更
に
.歐
洲
に
と
0
.て
不
和
な
る
米
國
の
極
端
な
保
謹
關
税
の
^
在
に 

言
及
し
て
、結
局
米
國
の
戰
偾
支
拂
の
.要
求
は
聯
合
國
側
の
獨
：乙
賠
償
の
强
要
と
.な
る
外
な
く
、茲
に
戰
偾
と
賠
償
と
の
解
く
可
ら
ざ
る 

鰱

れ

の

，
#

注

を

認

め

た

o
.
■
飜
つ
て
彼
は
聯
合
國
に
支
拂
能
力
あ
り
と
す
る
も
、
浓
國
に
之
を
受
，取
る
能
力
あ
り
や
を
問
題
と
し
た
。
；此
. 

M
は
そ
の
後
の
帳
消
論
者
が
何
れ
も
問
題
と
し
て
.居
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

H
o
o
v
e
r

は
所
謂
國
際
貿
馮
上
のthree-comered trade

米
國
に
於
け
る
戰
僙
帳
消
論 
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帳
消
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肩

六
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l
D

 

|0
依
づ
て
來
陵
に
そ
の
能
カ
あ
り
と
主
張
す
れ
ど

6̂

0 0

.8
&

は
斯
か
る
貿
易
關
係
の
圆
滿

&
る
途
行
は
實
際
上
不
可
能
に
し
ご
ぷ
局
，
 

f

管
に
依
る
傲

.務
の

謊

.は
一
方
的
に
来
國
の
輸
入

Q

著
し
い
增
加
と
な

.リ
、
.米
屋
業
典
に
火
打
擊
を
與
ふ
る
に
過
ぎ
ざ
る
事 

を
明
に
し
た
。
又
愤
務
は
支
拂
ひ
得
ず
、
假
り
に
支
拂
ひ
得
た
り
と
す
る
も
負
愦

f

り
も
來
國
自
體
を
寄
す
る
靡
大
こ
し
て
、
要
す 

る
に
.そ
のt

乂
别
の
强
耍
は.

歐
洲
め

I復
興
を
阻
害
し

、
' 米
國
の
繁
榮
を
危
か
ら
し
め
る
に
過
ぎ
ず
と
見
た

o

斯
く
て
彼
ま
戰
翁
躍
て
暫 

時
甚
上
に
殘
し
て
脸
く
だ
け
に
し
て

 

> 偾
務
#
在

の
妻

を

_

者
を
し
ズ
時
々
徐
に
御
想
せ
し
め
る
こ
そ
巧
妙
な
る
^
で
あ
る
と 

爲
し
た
。
而
し
て
彼
は
破
管
れ
た
世
界
の
建
設
の
資
金
と
し
て
之
等
の
據

.の
利
州
を
求
め
る
欉
な
何
等
か
の

_

に
、
そ

の

馨 

洛
と
共
に
協
力
す
る
こ
と
こ
そ
米
國
に

.と
つ
て
寬
大
，且
つ
賢
明
な
方
法
な

.り
と
說
い
た
°
訪

fi
:

*Seligman 

の
帮
稿
は 

H
o
d
g
s
o
n
,

 J. 

P
I Cancellation 

of International 

W
a
r

 

Debts 

へ
1932 

ノ
 

pp. 

107-120
.

參 
u 

四
ノ 

,

S
e
l
i
g
m
a
a

の
所
說
の
前
半
に
も
窺
ひ
得
る
所
で
あ
る
が
、
初
期
の
戰
偾
霞
論
に
は
往
々
そ
の
中
に
大
戰
後
疵
弊
の
極
に
達
せ
る 

歐
洲
に
對
I

同
情
或
は
襲

I

f
 
f
た
？

あ
る
が
、
時
の
經
過
と
共
I

I

H

は

此

繁

I

惡
ら
ぎ
っ
、 

あ

る

は

慶

Q
f
l
s
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て
之
に
代
っ
て
、
歐

洲

醫Q

支
拂
能
力
と
米
國Q

.

受
納
能
力
倉
中
心
と
す
る
經
濟 

が
ョ
ル
と
沭
ん
で
®
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
が
世
界
恐
慌
或
は
米
國
の
不
況
克
服
策
と
し
て
の
帳
消
論
の
主
張
で
あ
る
。
之
は
世
界
恐 

慌
の
勃
發
と
そ
の
發
展
と
に
伴
つ
て
、
之
と
戰
僙
及
び
賠
償
問
題
と
の
關
係
に
對
す
る
考
察
の
結
艰
に
外
な
ら
な
い
。

然
る
に
此
遛
に
關
す
る
米
國
政
府
當
局
の
態
度
は

w
i

l
i

以
來
侬
然
と
し
て
變
る
所
が

I

か

っ

た
o

例

へ

ば

了

ヴ
f

モ
ラ

彳

|
ト
V
ア
ム

に
際
し
て
も

表
面
上
變
る
こ
と
.が
な
か
つ
た
0
否
な
寧
ろ
改
め
て
之
を
高
唱
し
た
。
即
ち
ば

0
0
<
8
は
そ
の
聲
明
書
中
に
於 

で
'、

先
づ
米
_
は
賠
偾
偾
務
の
決
觉
に
無
關
係
な
り
し
第
を
說
き
、「

戰
時
並
に
戰
後
復
興
の
爲
に
聯
合
國
に
貸
出
し
た
偾
描
の
償
還
は 

獨
乙
の
賠
偾
金
支
拂
蒞
し
く
は
之
に
關
聯
す
る
琪
顼
と
獨
立
に
決
定
さ
れ
た
。
從
っ
て
賠
償
金
の
問
題
は
全
く
歐
洲
の
問
題
に
し
て
我 

.
々
に
は
關
係
が
な
い
0」

と
兩
衮
の
無
關
係
1
主
張
し
"
帳
消
問
題
に
就
て
は「

余
は
如
何
な
る
遠
き
將
來
に
於
て
も
米
國
の
荷
す
る
傲 

權
を
'帳
消
す
る
.意
志
が
な
い
。
世
界
の
信
賴
は
斯
る
符
爲
に
依
-o
て
些
か
も
高
ま
る
も
の
で
な
い
。
如
何
な
る
偾
務
國
.も
嘗
て
そ
れ
を 

示
唆
し
た
こ
と
が
な
い
し
と
。
而
し
て「

米
國
政
府
の
今
囘
の
行
励
は
我
々

が
^
來
採
り
來
つ
た
政
策
と
全
く
合
致
す
る
も
の
で
あ
る」 

と
稱
し
て
思
る
。

.

併
し
乍
ら
彼
の
此
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
.提
唱
の
眞
の
回
的
が
何
處
に
あ
っ
た
か
は
別
問
題
と
し
て
、
獨
乙
の
金
融
恐
慌
と
そ
の
支
拂
不
能 

に
關
聯
し
て
對
米
政
府
僙
務
の
支
拂
に
猶
豫
を
與
へ
た
と
い
■ふ
都
ば
、
歐
洲
諸
國
の
.對
米
戰
愦
年
賦
金
が
各
國
に
依
っ
て
獨
乙
の
支
拂 

ふ
賠
偾
命
か
ら
支
拂
は
れ
、
而
も
そ
の
大
部
分
を
卜
1-
«め
て
居
る
蕻
實
を
認
め
れ
ば
こ
そ
で
あ
っ
て
、
事
實
上
戰
债
と
賠
償
金
と
が
密
接 

な
關
係
に
あ
る
こ
と
を
政
府
も
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
又
政
府
の
帳
消
反
對
論
に
ま
で
見
る
に
、

同
聲
明
書
は「

こ
の
债
務
支
拂
を
淡 

宛
し
た
基
礎
ば
偾
務
國
：

Q

當
時
に
於
け
る
支
拂
能
力
に
■
い
た
も
の
な
る
を
以
て
、
現
今
世
猓
が
當
面
せ
る
如
き
異
常
な
る
狀
態
を
考 

慮
す
る

.

時
は
お
支
桃
猶
豫
を
認
め
る
こ
と
は
我
々
の
.主
義
及
び
政
策
と
：毫
も
矛
盾
す
る
も
の
..で
な

い

」

。「

此

提

案

の

.
本

質

は

諸

债

務

國 

改
府
に
對
し
、そ
の
國
民
的
繁
榮
を
间
復
す
る
時
間
的
餘
裕
を
與
へ
ん
と
：す
る
に
I

」

と
1
5
は
、
雲

W
務
國
の
支
柳
能
力
を
失
つ 

た
事
を
：認
め
て
そ
の
冏
復
の
餘
裕
を
與
へ
ん
と
す
る
に

外
な
ら
ぬ
し
、
又
日
く「

余
は
:^
國
民
が
债
務
客
の
支
拂
能
力
を
越

へ

て

.«
末 

米
_
に
於
.け
る
断
位
帳
沿
諭 

m
七

(

一
六
，



'
 

l
i 

I

I

M

1

I

H

に
米
國
政
府
®
の
一
，見解
と
し
て
ー
兀
の
：國
務
長
官

C
o
l
b
y

がAcademy 

o
f Political q 

. 

p 

に
發
表
し
た
所
見

I

見
し
て
み
や
ぅ

o

彼
は

&
づ
下

n
會

D
I
. 2

c
e
e
d
l
(
l
,

 

i

)

負
は
せ
ん

H

Q

 

J

f難
じ
た
。
彼
鐘

g

返
還
を
舊
金
の

S

と
は

g

l

l

f

 

I

t
 

.

が
米
國
の
對
饗
付
金
に
依
？

行
は
れ
て
來

I

f
 一
 

i
て
？

，

1 3
す

係

な

き

事

I

張
す

f

、
そ
の
返
還

さ
れ
ぬ
反
て

t

又
戰
愦

Q

負
_

聯

合

國

に

と

s

r
、
的

丨

2 

i
 

3

?

#

は
れ

I

攀

h

は

f

 

f
し
た

I

な
い
か

I

く
。

I

は
f

 

I
金
の
支
拂

,

f

年
の

I

ニ 

r

f
て
ぁ
つ

.て
' 
之
I

國

養

|

比
す
る

I

 

• 

f、
そ

I

I

ニ 

•去

に
し
て
、
他
の
方
面
に
は
见
に
多
く
の
額
、
例
へ
ば
軍
備
に
は
そ
の
八
恪
、
即
ちI

、

八
〇
0
西
萬
弗
が
費
さ
れ
.て
居
り
、
又
そ
れ
は
諸

m
務

國

の

.貿

勒

雜

箱

の

 
一
•
一
^
に
過
ぎ
ず
、之
を
以
て
世
界
貿
晶
を
搜
亂
す
る
が
如
き
影
響
を
與
ふ
も
の
に
あ
ら
ず
と
主
張
し
た
0
at 

0

 

H
o

d
g

s
o

n
,

 

J
.

 

G
—

.

 

o
p
.

 

c
i
t
.
,
p
p
.

 

1
6

3
-

1
7

1

參
照
。

.
五

一
九
ニ
六
阼
十
二
月
に
コ
ロ
ム
ビ
ア
大
學
社
會
科
學
の
敎
授
四
士
一
名
が
發
表
し
た「

$
ー
誓」

中

杧

於

て

戰

偾

帳

消

論

が

击

張

さ 

れ
、
又
ブ
リ
ン
ス
ト
ン
大
學
の
亩
十
六
名
の
敎
授
が
之
に
同
意
し
た
と

：

い
ふ
事
は
帳
消
論
若
に
と

っ

て

非
常
な
强
み

と

な

つ
た
。

.

0 
,
 Withers, 

W
.

 

—

 T
h
e

^

a
J

.
§
B

t

.
 

o
f̂
p
c f
.
。

ロ

巴

o

g
c r
J
g
. (

1
9

3
2

〕

M

v o
? 3

併
し
乍
ら
茲
に
は
戰
偾
及
び
賠
惯
問
題
の
雛
威M

o
u
l
t
o
n

及
びpasvolsky

の
：說
を
中
心
と
し
て
、
最
近
に
於
け
る
^
消
論
の
、王 

張
を
聞
く
窜
と
す
る
。
戰
倩
問
題
に
關
聯
し
て
、米
國
の
自
由
貿
易
論
を
强
調
し
た
兩
氏
の
意
見
は
次
の
通
で
あ
る
。

11
、

戰
偾
と
泶
國
納
税
者

蒞
し
米
國
が
戰
债
を
囘
收
し
な
け
れ
ば
、.そ
れ
だ
け
米
國
納
税
衮
が
負
檐
せ
ね
ば
な
ぬ
こ
と
に
な
り
、
從
っ
て
そ
の
幾
分
で
も
の
免 

除
に
對
し
て
、

一,般
民
衆
の
最
も
强
い
反
對
の
存
す
る
こ
と
は
敢
へ
て
驚
.く
に
足
ら
ぬ
事
で
あ
る
。
.又
財
政
的
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
そ 

の
免
除
は
國
庫
が
米
國
納
税
容
か
ら

J

一
 

脣
多
額
を
徵
收
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
，事
を
意
味
す
る
、蓋
し
自
由
公
偾
は
米
.政
府
の
負
愦
で
あ
っ
て
、
 

歐
洲
か
ら
の
囘
收
如
何
に
拘
ら
ず
支
拂
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
併
し
問
題
.は
外
觀
程
簡
單
な
.も
の
で
.な
い
。
米
國
家
の
財
政 

問
題
尥
戰
偾
の
囘
收
の
外
、
國
內
の
盤
榮
如
何
.に
孩
存
す
る
。一

九
三
〇
年
以
前
の
繁
榮
期
：に
は
財
政
狀
態
は
彼
等
.の
困
難
を
來
さ
な 

米
國
に
於
け
る
.膦
偾
帳
泔
_ 

.
 

'四

九

C
1

六
五
五)



'
:
.

 

If
 

I
I 

•
 

:

:

■

.五 
o 

c

i

o

力

窗

。
：税

苹

は

卞

げ

ら

^
'
.而
も

歲

入

は

政

府

I:

切
.：の.
_
額
畫
出
し
ズ
餘
り
年
>
圃
债
を
償
還
す
る
を
将
た
。
米
國
の
_

が 

翁

奠

ひ

、
.
f
民
I

す

る

租

税

負

檐

養

く

な

一

り

出

し

た

の

は

大

不

麗

來

以

後

の

事

I

る
。
若
し
戰
偾
政
策
が
不
況
甚 

長
し
或
昼
鐵
囘
復
の
妨
齊

I

つ
て
f
名

ら

ば

，

そ

れ

は

.合

衆

國

の

財

政

塗

^

i

M

先
づ
米
國
の
■對
外
貿
易
並
に
そ
の
一
般
的
繁
榮
に
對
す
る 

戰
侦
支

«

の
關
係
を
考
察
す
る
必
要
が
ぁ
る
。

■

ニ
、.

戰
偾
.と
米
國
の
貿
易 

.

歐
洲
請
國
が
.戰
愦
を
支
拂
ふ
に
は
結
局
之
等
の
國
が
輸
出
證(services 

I

含
め
て〕

と
な
り
、
米
國
は
そ
れ
に
相
應
す
I

け 

輸
入
超
f

 
|

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
藍
し
余
も
或
額
ま
で
は
そ
の
爲
に
用
ひ
得
る
し
、
ま
た
そ
れ
ょ
り
大
I

程
度
に
可
動
財

I

 

び
資
本
財
も一.

時
は
利
用
出
来
る
。
隹
借
入
資
金
を
以
て
す
る
こ
と
も
一
時
の
手
段
と
な
る
が
、
之
はg

に
負
擔
を
増
加
す
る
の
み 

で
ぁ
る
':
-0斯
く
て
.國
際
間
に
於
け
る
負
偾
の
支
拂
.は
窮
局
に
於
.て
、
债
務
國
か
ら
偾
醫
ヘ
の
輸
出
超
過
忆
ょ
る
外
ま
ハ
。

然
る
に
米
政
府
は
輸
入
靖
加
或
は
輸
出
の
縮
少
を
防
止
す
る
政
策
を
探
っ
た
。
故
に
此
問
題
と

f

策
と
は
根
本
的

c

 

ぬ
事 

が
明
で

I

。

一
九
二

I

丄
九
ニ
ー
0
年
$

政
愛
益
跫
は
此
デ
レ
ン
マ
を
解
決
す
る
方
法

s
f

れ
た
と
の
確
信
が
齊 

及
L

た
。

W

ち
そ
れ
は
外
國
に
對
す
る
新
投
資
に
依
っ
て
輸
出
麗

i

持
し
、
而
も
戰

f

受
取
り
得
る
と
い
ふ
こ
と
で
ぁ
る
。
戰
侦 

句
賦
金
並
に
新
貸
付
に
對
す

.

る
利
子

s
f

超
過
す
る
金
額
の
■

新
貸
付
を
續
け
て

.

行
け
ば
、
合
衆
國
の
入
超
の
必
要
は
無

s

m

に
J

 

け
得
f

.の
と
信
ぜ
ち
れ
た
。

C

驚

斯

か

る

證
I

け
得
な
い

I

認
め
ら
れ

I

た
が
、
そ
の
最

f

鐘

い

將

來

の
こ
と

止
見
做
さ
れ
た

0
:そ
し
て
必
要
と
す
る
鏺
な
贸
為

.の
調
盤
は
質
易
の
發
展

.に
從
ひ

;'
0!
.つ
現
#
產
黎
組
織
に
對
し
て
箸
し
い
影
響
を
與 

ベ
ず
に
漸
次
行
は
れ
籍
る

も
.の
と
考
へ
た
。

併
し
斯
か
る
の
ん
き
な
說
は
忽
ら
消
娀
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
戰
债
問
题

1:の
米
國
贸
易 

に
對
す
る
備
係
は
令
や
眞
正
面
か
ら
相
對
さ
ね
ば

&
ら
ぬ
の
で
あ
る
？

來

國

の

，
質

易

は

直

接

に

も

間

接

k

も
最
も
密
接
な
の
は
歐
⑽
で
あ
り
、殊
に
歐
洲
は
米
國
の
輸
出
品
の
最
も
說
耍
な
取
引
先
で
あ
る
。
 

然
る
に
‘一
方
•輸
出
質
易
は
國
、內
取
引
の
大
な
る
に
比
し
て
重
要
な
も
の
で
な
い
、即
ち
一
九
一
一
条
の
五
十
ft
ゆ
の
■
m

も
總
坐
產
額 

の
.1:

0

%以
卞
.に
過
ぎ
.ぬ
と
.の
說
を
爲
す
衆
.が
あ
る
。
併
し
輸
出
貿
易
は
茁
耍
な
ら
: #

、實
際
上
の
關
係
な
し
と
の
說
は
誤
り
で
あ
る
。 

輸
也
遺
^
の
減
少
.と
共

に

'

國

内

取

*]
!

を
鑛
張
ム
得
る
と
の
假
定
に
杜
.論
據
.が
な

い

.0
そ
：
の

反

對

に

、
_
外

國

質

易

の

減

少

は

必

然

國

內 

取
別
め
減
退
を
伴
ふ
。

ー
0

と̂
い
ふ
輸
出
額
は
總
坐
產
及
：び
取
引
高
に
對
す
るi

般

的

平

均

に

過

ぎ

ず

し

て

.
、
.
或

稱

の

茁

要

產

業

に 

對
す
名
輸
出
質
#
の
*
要
性
を
示
す
も
の
で
な
い
o
.
.
.
多
く
の
來
_

本̂
產
業
允
と
.つ
て
.外
'國
贸
易
は
死
沽
的
な
茁
耍
性
を
持
っ
て
思 

る
。
.例

へ

ば

棉

讹

の

;7
r
.Ia
l
.
.八
^
、
0

の
四「

•
ー
气
銅
の
三
六
^
等
は
坐
產
額
に
對
す
る
輸
出
額
の
.割
合
で
あ
る
o
，
之

等

の

狃

要
. 

鹿
*Q

國
灼
孺
要
が
外
It
]

®
の
減
退
に
*
じ
：
て

增

加

し
#
る
と
は
推
定
し
得
な
'い
。
之
筹
の
產
業
の
發
展
は
國
內
の
-需
要
に
應
ず
る 

と
共
^
、
'外
國
:0
大
.敢
る
需
耍
を
劳
慮
-1
.
行̂

は

れ

た

も

：
の
：
で

'あ
：
る

？

外

國
§
#

耍
減
少
は
懷
格
の
低
落
を
來
し
、
そ
P
結
姐
蒞
干
の 

檢

加

，を

坐

ず

る

か

も

し

れ

ぬ

が

、

之

.は

.米
國
民
の一

般
的
疲
弊
に
ょ
つ
て
相
殺
さ
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
。
又
外
國
市
場
の
喪
失
は 

; p

灼
;r
1

T

場
の
*
少
^
來
す
«
が
あ
.る
：0
\

I ;

し
；そ

の

市

場

向

の

#:
業
に
從
泰
し
た
.，多
數
.の
人

の

幽

賈

力
.を
減
.ず
，
る

か

ら

で

あ
る
。

次

.

^

^

雕

出

^

內

响

淹

:*
に

资

本

と

人

ロ

：を

移

し

得

る

:̂
:
澈

く

論

者

が

あ

：：る

'0
^

國

の

如

く

自

鐵

の

資

源

に

富

ん

だ

國
 

米

H

t.
:
於

け

冬

硤

钹

职

消

^

5

 

U
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滲
阈
に
於
け
多
璃
偾
崧
消
論 

で
は
S

問
に
は
他
の
世
界

4

全

に

鐘

し

得

名

る

凝

は

遼

罢

面

に

於

て

®

過
剩
S
.

つ
て
f

事
で
あ
る
。
斯
く
て
實
際
問
題
と
し
て
は
米
國
は
輸
出
市
場
を
維
持
せ

ね
ば 

國
帶
場
を

.孓
難
持
し
得
ず
、
況
，て
之
を
擴
張
し
得
な
い
の
で
あ
る

。

;(

眷

ば

戰
f

來

國

の

輸

出

蒼

と
.の
關

係

は

ど

ぅ

で
I

か

。

歐

洲

醫

は

戰

倩

を

支

拂

ふ

爲

に
、

そ

の

輸

出

收
入

を

使

用

せ

ね 

1

6

施

囿

に.於
て

-

彼

等

の

米

國

輸

出

品

の

購

賈

力

は

縮

少

す
る
o

而
も
そ
I

要
減
少
は
負
债
の
實
際
額

ょ

り

大

と

な
る
f

 

を
有
す
、
S

歐

洲

證
.府

Q

I
制

歷

そ

不

可

避

的
I

及
0

1
で
f

。

M

f

Q

I

Q爲I

繁

財

政
上
の
不
安 

足
、
從

つ

..て
羞

會

的

、
政
治
的
不
{荽

坐

ず
，る
に
於
て
は
最
も
重
大
な
結
艰
を
來
す
■

る
で

f
 

結
局
何
證
ょ
ら
ず
歐
洲
市
場
の
購
買
力
を
助
長
す
る
政
策
は
、
.輸
出
產
業
の
從
業
衆
の
利
益
と
な

り

、

間

接

5

米

爾

の

全
，I

 

界
I

f
促
進
す
，f

の
で
I

偾

灌

題
に
關
す
I

論
の
重
大
な
欠
陷
は
同
問
題
I

I

面
に
集
中
し
な

か

つ

た
爲
こ 

圃
I

蠢

堂

芙

I

利
f

明
に
爲
し
得
な
か
つ
I

に
あ
る
。
好
I

の
囘
f

共
に
羅
に
：f

る
利
fi

免
^

依

^
損
失
を
遙
か
に
超
過
す
る
で
あ
ら
ぅ

O

.

.

三
、
戰
偾
と
世
界
の
繁
榮

扑
探
不
況

QI4
f
 
f
 

Q

間

SS

可
ら
ざ
る
關
係
が

t

、
ま

奈

Q

還

Q

疆

と

屢

愤

蒙

存

在

と

に
 

は
更
に
密
接

I

係
が

t

。
併
し
世

#
經
濟
の
反
動
を
直
接
戰
债
に
歸
せ
し
め
る
こ
と
は
祟
な
い

o
不
況
が
始
つ
た
奪

こ

汰

戰
 

f

賠
償
金
の
支
柳
に
は
何
等

.の
麗

が

I

つ
た
が
、
.；
九
三
一
年
上
半
季
に
勃
發
し
た
中
欺
の
金
融
恐
慌
に
始
つ
た
尜
の
笫
ニ

I

期
は
戰
偾
、
就
中
賠
償
と
直
接
關
係
が
あ

つ
た
o
即
ち
獨
乙
財
政
及
び
そ
の
經
濟
制
度
は
此
不
況
期
に
臨
ん
で
賠
償
偾
務
に
應
じ
得
な 

か
つ
た
。
そ
の
影
響
は
英
國
を
初
め
と
し
.て
全
世
界
に
及
ん
だ
。
世
界
の
繁
榮
と
戰
偾
と
の
亂
係
に
就
て
の
解
答
は(
G
總
て

の

賠
償 

及
び
戰
.债
々
務
の
‘完
全
な
消
滅
は
世
界
經
濟
.の
繁
榮
を
驵
企
す
る
ょ
り
は
寧
ろ
促
進
す
る
で
あ
ら
う
。a

一

)

之
等
國
際li

の
愦
務
の
囘 

收
は
經
濟
的
に
は
偾
權
國
に
と
つ
て
有
利
な
る
ょ
り
は

寧
ろ
有
害
で
あ
ら

う

。

即
ち
生
產
的
な
經
濟
の
發
達

の
結
艰
で
な
く
、

戰
爭
と 

い
ふ
破
壞
的
行
動
か
ら
の
倩
務
を
囘
收
せ
ん
と
す
る
企
圖
は
、
單
に
國
際
間
の
經
濟
的
均
衡
の
囘
復
と
世
界
，の
繁
榮
を
妨
げ
る
に
役
立 

つ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
戰
债
の
消
滅
は
世
界
を
腦
ま
し
つ
、
あ
る
多
方
面
な
一
切
の
闲
離
を
解
決
す
る
こ
と
は

得
な
い
で
あ
ら
う
が
、
 

1»
:

界
の
繁
榮
の
囘
復
と
維
持
と
は
、蒞
し
も
戰
偾
支
挪
の
搜
亂
的
影
響
が
全
く
除
去
さ
れ
る
な
ら
ば
遙
か
に
容
易
に
な
る
で
あ
ら
う
。
註 

tf
e

M
o
u
l
t
o
n

 

&

 .pasvolsky.

丨op. 

cit., 

pp. 

4
Q
3
-
4
2
Z

'

、六

賠
偾
及
び
戰
愦
問
題
の
最
高
權
威
者
達
か
ら
聞V

言
と
し
て
、
彼
等
の
帳
消
論
は
餘
り
に
も
單
純
且
つ
樂
天
的
で
あ
る
。
世
界
經
濟 

の
問
題
と
し
て
は
そ
の
繁
榮
の
囘
復
と
維
持
に
役
立
つ
で
あ
ら
う
し
、
又
米
國
の
問
題
と
し
て
は
、
歐
洲
諸
國
が
帳
消
に
依
つ
て
負
擔 

の
輕
減
す
る
だ

.

け
膝
質
力
を
增
加
し
、
そ
れ
だ
け
米
國
の
輸
出
を
促
進
し
、
斯
く
て
米
國
の
不
況
を
克
服
し
得
て
、
帳
消
に
依
る
國
康 

負
櫞
の
増
加
以
上
の
刹
益
を
納
め

#

る
で
あ
ら
う
と
說
く
の
で
あ
る
。
そ
の
主
張
の
迤
調
は
全
く

.

百
苹
以
上
も
昔
に
歸
つ
た
自
F i
l

貿
凝 

論
.

亡
.あ
る
。
從
つ
て
彼
等
の

.

生
張
は
一
面
米
國
の
高
率
な
保
謹
關

.

税
政
策
の
反
動
で
あ
る
。
即
ち
如
何
な
る
國
家
も
引
續
き
債
權
素
の 

役
目
を
果
し
乍
ら
、
同
時
に
益
々
輸
入
の
制
限
を
行
は
ん
と
す
る
が
如
き
こ
と
は
不
可
能
で
あ
つ
て
、
世
界
の
最
大
債
權
國
と
し
て
米 

|

米
國
に

.

於
げ
る
瞵
债
娘
消

_

 

五
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C
l
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米
^

に
於
け
る
磷
诏
娘

m

論 

へ.

'

I
:

、之

-

 

五

四

「

ー
六
六
3

H
 
Itl
,

叢

i

續

屋

裏

I
I

し
，l
i
l

加
I
I

露

こ

と

を

主

張
し
て
f

。
之
は
I

於
け
る
|

經
濟
政
策
、
並
|

世

界

各

國

參

高

I

 
▲

濟
的
國
家
主 

の
反
講
で

I

蟲

g

f

 

I
。
併

し

為

I

引
下
.の
I

I

へ

て

馨

I

丰

I

f
肇

”

去
1

蓄

I

際
し
5

囊

賺

屢

遠

I

て
I

I

保

量

i

對
抗
し
て
、
I

f

^ l 

I

I

、
米
國
I

Q

I

I

.

Iれ
I

、
戰

廣

I

l

f

 

I
ベ

寒

養

；

I

者
の
見
解
は
：
Ml

及

び

f
t

の
所
|

包
含
せ
ら
れ
、

f

そ
れ
が
驚
さ
れ
た

I

ら
I

と見
；;

 

こ
と
も
灶
來
る
で

.あ
ら
.ぅ
.

0

 

■ 

' 

:

f
:
:
 

:
 

ノ

Ml

の
同
僚

i

大
s
 

H
I

 D
.

 
I
f

亦

自

I
s

 l
l

 
l

u

 

養

I

。
彼

I

譽

以

て

I
I

な
i

、
l
i

か
、
或
は
之

|

な

^

 

hll

ぁ
つ
た

lil

要

麗

著

く

、
「

奮

し

證

I

濟
農
得
る
か

」

、
I

か
If
 
J

ュ
1

第
二 

I

I
の
I

能
力」

中
心
時
代
、
第
三
I

霞

|

|

靈

」

時

代

暴
 

f

i分

f

 

A

s会
と

は

な

い

と

し

て

學i

期
は
髪
な
債
務
國
が
’I

ひ
得
る
以
上
の
金
額
の
塞
を
承
認
す
る
こ

と
を
債
務
素
に
期
待
し
得
な
い
と
い
ふ
こ
と
が
^
慮
さ
れ
る
に
至
つ
た
時
代
、
即
ち
こ
れ
は
0
ぅ
く
0
5案
の
交
渉
、
並
に
米
國
が
英
國 

と
の
戰
it
#
现
協
定
以
後
そ
の
他
の
債
務
國
と
の
[!
|
]の
協
^
調
印
前
に
始
つ
た
0
第
.

一

ニ
期
は
比
較
的
新
し
く
、
潰
務
國
が
支
拂
は
ん
と 

欲

し

、

且

つ

支

挪

.ひ

得

る

と

假

-足
し
て
も
.、
債
權
國
が
之
を
受
け
ん
と
欲
し
、
ま
た
之
を
受
け
得
る
や
否
や
、
即
ち
債
權
國
の「
友
挪 

受
納
能
力」

と
い
ふ
こ
と
に
就
て
は
聯
合
國
側
愦
權
苕
に
は 
一
*

一
 
五
年
の
國
際
經
濟
會
饑
の：

s
t
a
m
p

報
齿
中
に
表
は
れ
、
又
米
國
内 

に
於
け
る
の
戰
債
論
議
に
於
て
ほ
國
內
市
場
か
ら
外
國
人
を
驅
逐
せ
ん
と
欲
し
、
同
時
に
彼
等
が
泶
國
に
對
す
る
そ
の
偾
務
の「

神
聖」 

を
認
め
る
こ
と
の
怠
11
を
非
»
せ
ん
と
す
る
.こ
と
が
問
題
.と
な
る
'
 
に
至
つ
た
時
に
始
つ
た
。

'鼓 

Gideonse, .

■■f
f
iardy. 

D
'
.
l
;
w
a
r 

Debts.. 1933.

Gideonse

は
過
去
に
於
け
る
戰
偾
盤
理
に
就
て
次
の
如
き
觀
察
を
下
し
て
：席
.る
：。
即
ち
米
國
の
行
へ
：る
年
賦
金
の
史
拂
に
依
る
戰
偾 

の
'輕
減
は
大
體
に
於
て
貸
付
當
時
以
後
の
世
界
物
惯
平
準
の
低
落
に
相
適
應
す
る
も
の
な
る
に
、

一
甚
ー
九
ヸ
以
m
は
一
九
一
一.パ¥
に 

比
し
て
尙
四
〇
|
五
〇
％
の
下
降
を
來
し
た
の
.で
あ
る
か
ら
、
.景
氣
運
動
か
ら
見
れ
ば
，
更
に
伺
一
率
の
切
下
げ
を
行
ふ
も
變
化
な
き 

譯
で
あ
る
し
、
0
そ
の
間
に
獨
乙
の
對
聯
合
國
賠
償
金
支
拂
は
消
滅
し
、
戰
僙
支
拂
を
負
檐
す
る
資
本
市
場
が
そ
の
支
拂
の
意
思
と
能 

力
に
大
影
響
を
蒙
つ
た
こ
と
を
彼
は
認
め
た
。
而
し
てDawes.

案
もY

o
u
n
g

案
も
共
に
債
權
國
が
獨
乙
の
贸
易
を
促
進
す
る
と
一K

ふ 

推
定
の
下
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
結
局
國
際
貿
易
上
に
於
て
は
債
權
國
は
財
貨
及
び
勞
務
を
一
M-
多

く

進

ん

で

受

取

ら

.
ね
ば 

な
ら
ぬ
の
に
、
最
大
偾
權
興Youn.g 

_
の
脗
惯
金
の
セ
〇
涔
を
取
得
す
る〕

米
國
がYoung

.

案
制
定
の
年
に
非
常
な
高
關
税
率
を
制 

宛
し
'た

-i
f
f
-
實
を
彼
.は
指

摘

；
し

て

、

.國
際
贸
易
狀
態
fc
或
安
定
を
窗
ら
し
.得
ぬ
.機
な
.霧

.の
解
決
は
、
そ
.の
中
に
其
決
定
を
結
局
死
诚
せ 

米
國
に
於
が
る
戰
債
帳
消
論
：：
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八 !

..米國
^
於
け
る
.戰
債
帳
消
論

し
め

l

i

響

I

f

の
|

|

能
ヵ」

|

 

|

ド

1

^

5 5

註

同
 
l

i

l

:

 y

r

^

:

:

r

i

l

 

I

I

 し 
S

I

。

'

を

の

交

I

て
は
、
米
國

I

欲
す
る
の
は
債
務
の
通

i

受
け
、
之

■
金〔

I

 む
 

邏

し
 

f
 

I

.f

i

l

l

 

f:

織

 

o

v f
H

i

I

か
ら

i

な
l

i

す
る—

f

l

f

る
。
米

國

墓

へ

t

塞

く
 
I

或

1-
S

I

!

のi

層
多
く
の「

保
護」
の
I

依
.つ
て
l

i

拂
は

i f
f ^
。

米 

H
r

r
、

I

t
 

l

i

f

 

I

 

て
債
務

xc
o

M

u

^

r

f

^

f

l
る 

i

l

 之
I

 務
I

l

g

H

 

i

l

l

む

b
(て
H

H

J
-c
:

.

r欲
し

I

I

と
で

ぁ
る
。
即
ち

i

l

s

i

i

 

み
可
能
で

あ
る
と
0

ミ
は
f

i

l

s
に
於
て

は债
權
國
の
S

馨
を
著
し
く
減
ず
る

こ
と
に
依
っ
て
の

然
る
に
米
國
に
は
戰
債
交
渉
を
利
用
し
て
輸
出
市
場
を
擴
大
せ
ん
と
欲
す
る
議
論
、
例
へ
ば
前
述
の

K
o
c
v
e
r
.

の
所
說
の
如
き
が
あ 

る
。G

i
d
e
o
n
s
e

は
之
を
以
て
的
は
づ
れ
の
議
論
な
り
と
爲
し
、
國
際
債
務
は
債
權

#
た
る
生
產
者
の
た
め
に
債
務
國
に

71
3
場
を
^
く
こ 

と
に
依
つ
て
は
支
拂
は
れ
得
ず
し
て

.
世
界
贸
易
の
た
め
に
債
權
國
の
市
場
を
開
く
こ
と
に
依
つ
て
可
能
で
あ
る
と
。
而
し
て
蒞
し
も 

泶
國
が
そ
の
輸
出
市
場
の
獷
大
と
債
務
の
支
拂
と
の
兩
方
に
利
害
關
係
を
有
す
る
と
せ
ば
、
米
國
は
益
々
そ
の
關
稅
を
低
減
し
て
、
潰 

務
國
が
そ
の
債
務
支
拂
の
爲
の
弗
爲
替
を
十
分
に
得
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
米
國
の
輸
出
品
に
對
す
る
購
買
力

？:
も
取
得
出
來
る
様
に 

爲
す
可
き
で
あ
る
と

。

. 

ノ 

'

歎
洲
諸
國
の
軍
備
#
は
多
く
の
戰
愦
帳
消
反
對
論
奪
に
依
つ
て
恒
に
問
題
と

さ
れ
て
來
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
日
く
戰
債
年
金
の
七
八 

倍
を
軍
備
費
と

し
て
費
し

つ
.

1

あ
る
を
以
て
戰

債
償
還
の
能
力

あ
り
、或
は

ま
た
：戰
債
帳
消
は
そ
の
資
金
を
以
て
益
々
軍
備
を
搬
張
し
、
 

‘戰
举
勃
發
の
危
險
を
叻
長
す
と
。
旣

に

F
r
i
e
d
m
a
n

及
び

oa

cr
y
の
說
に
は
言
及
し
た

所
で
あ
る
が
、
フ
ー
ヴ
ァ
ー
0

モ
ラ
ト
リ
ア 

ム
聲
明
書
の
末
尾
も
亦
此
問
題
に
觸
れ
て
居
る
。
然
る
に

o€bi

は
軍
備
費
は
外
债
の
支
拂
能
力
の
有
無
の
證
摅

と
な
り
得
る
も 

の
に
あ
ら
ず
し
て
、
例
へ

ば
英
國
が
之
を
半
減
し
た
り
と
す
る

.も
英
國
の
諸
銀
行
に
弗
爲
智
の
數

.量
を
增
加
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
若 

し
又
外
債
支
拂
能
力
に
.關
係
あ
り
と
せば
、
そ
の
輸
出
品
並
に
勞
務
に
對
す
る
課
税
の
影
響
を
通
じ
て
問
接
に
宿
す
る
に
過
ぎ
ず
と
。站

' :

註
：
S

は一

九
三
一
5
十
一1

月
の
佛
醐
西
の
戰
债
不
履
行
に
對
し
て
米
國
人
の
街
す
る
對
#
悪
感
情
に
鼢
て
、
戰
簡
題
に
關
す
'る
■

の 

特
姝
性
を
說
い
て
之
に
同
情
あ
.る
意
見
を
鄉
べ
：て
厨
る
が
、
玆
に
は
省
略
す
石cop. 
o
f PP.-232SO

參
照
。

然
ら
ば
如
何
な
る
手
段
が
來
國
に
と
づ
て
最
も
賢
明
な
有
利
な
策
で
あ
る
か
。
彼m

く
先
づ
米
國
留
易
の
现
狀
を
見
る
に
、
歐
洲
諸 

来
國
に
於
け
る
麟
债
帳
徜
論
.
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l

f

 
る
、

づ
ノ
良

丨

き

r
亡

つ

▲

る
際
に
は
、
債
務
I

#

と
し
て
之
は
避
く
可
ら
ざ
I

で
I

 

f
て

米

國

雷

1 

係
と
歸
极
政
策
の
結
艰
、
米
國
の
輸
出
に
對
し
て
[»
:
见
仃
J
は
^

yy>
或
f
 
く 

- ? 

^

亦
者
に
と
つ
て
？

，

H

つ

5 

'

•
 

I
 

.

1

广
そ
の
上
通
貨
の
減
懷
せ
る
國
々

i

Q

fも 

I

r

i

I

 

i
、
換
言
せ
I

國

は

證

f

ョ
リ
少
な
く
購
入
し
、
0
:つ
關
I

l

f

 

c

l

レ

4

は
ョ
.

I
く
そ
の
|

販
！

？

ぁ
る
、
然
i

務

讓

を

幾

！

I

す
れ
ば
如
何
I

I

:

t

の
納
l

i

人
の
代
i

l

げ
i

l

I

f

る
の
i

る
。
併
し
結
局
U
於
て

|

は
な
ぃ
力

I

I

況
に
陷
ら
し
め
ん
と
す
l

i

f
取
除
き
、
又
I

帳
管
新
た
な
る

I

易
障
害
の
減
少
S
:す
る
主
要
な
る
妨
I

I

去
す
る
e
:あ
ら
ぅ
と
。
1

ミ

, 

.ノ

ボ

!
黎

テ

含

I

之
力

f
 

I
 

s消
I

論
等
あ
る
。

霧

 

I

f
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H

j

l

l

l
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l
ね
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し
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靈

囊

倉
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I
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u

l

f
 て 
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I

f

 
霧
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I

I

I
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I

f
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f
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大
な 

i

l

、

s

 
一
 

I

I

I

 
比
！

遍

產
(

r

f

 

• 

r

uto
-
.
l
l
H

受
版
.糊
ニ
ー
ニ
：六
西
萬
亦
、

一
人
跑
ニ
邮
弱
と
い
ふ
如
き

〕

は
直
接
犠
牲
に
す
べ
き
で
あ
る
とo
而
し
て
彼
.は
そ
の
.尼
復
の
^

一
 

涉

はa 

V
ザ
ン
：.ヌ
#
議
で
あ
っ
た
と
爲
し
、
そ
の
密
一
步
は
今
卷
の
倫
敦
に
於
け
る
國
際
經
濟
#
議
に
あ
り
と
期
待
し
た
が
此
會
議
力
失
敗

に
歐
し
た.
事
は
周
知
の
と
こ.
ろ
で
あ
る
。 

•

'
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M
o
u
l
t
o
n

及

び

PI&

す

雄

に

s
d
e
o
n
s
e

の
戰
懷
帳
消
論
は
米
國
並
に
世
界
經
濟
の
繁
榮
の
囘
復
と
そ
れ
に
關
聯
し
た
貿
易
論

_
殊
に
米
國
の

關
税
引
下
げ
に
.依
る
s
*m
の
復
興

-
を
中
心
と
し
た
議
論
で
あ
っ
た

が

、

彼
等
ょ
り
觅
に
M

rし
た
#.
评
r
を
說

へ
て
罟
る
荠
が
あ
る

C

例
へ
ば
歐
洲
事
情
の
精
通
若F

r
a

n
k

 

H
.s

im
o

n
d

s
.

の
'^A

m
e
ric

a

 

M
u
s
t 

C
a
n
c
e
l 

(
1

9
3

3
)

中
の
顶
說 

が
之
で
あ
る
。
彼
は
國c

の
私
債
と
國
際
的
僙
權
と
を
比
較
し
て
、
前
乾
の
場
合
と
は
反
對
.に
後
の
場
合
に
は
困
る
の
は
债
權
審
で
あ 

る
、
^

〕

ff
-權
者
に
反
ー
還
を
訴
へ
る
.に
裁
刺
所
な
ぐ
、
叉
之
を
受
け
る
に
は
®
國
の
事
業
^
の
組
織
を
甚
だ
し
く
變
M
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と 

(pp. 

31
，3
2
s
.

債
權
の
囘
收
を
以
て
.や
は
り
從
前
ょ
り
多
く
買
人
る
か
、
或
は
ヨ
リ
少
な
く
寶
却
す
る
か
の
問
題
に
歸
し
?

ol
vo)

、 

M
に
國
際
貸
借
に
就
て
の
-.
支
拂
能
力
し
と「

ま
拂
受
納
能
力
し
と
を
問
題
に
し
て
債
務
國
の「

支
拂
能
力
し
は
債
務
國
の
g

M機
M
の
li
フ
全 

な
復
舊
と
共
に
嘉
に
制
限
な
き一

-

財
貨
と
勞
務
で
評
價
さ
れ
る
時
は
^
—
fc
對
し
て 

>米
國
の「

支
棑
受
納
能
力」

は
國
の
产
タ
に 

>
、.て
自
國
の
^
業
を
制
限
す
..るこ
と
得
、
乱
つ
之
を
欲
す
る
範
圍
に
嚴
充
に
限
ら
れ
て
思
る
と(P. 

4
3
〕。

m'
も
彼
に
依
れ
ば
米
^
は 

嘗
，てi

文
も
戰
愦
の
支
拂
を
受
け
ぬ
、
即
ち
先
づ
米
國
.が
獨
乙
：へ
貸
し
、獨
乙
か
ら
聯
合
固
側
'へ
賠
偾
金
と
し
て
支
拂
ひ
、之
が
米
國
ベ 

歸
來
し
た
の
で
あ
つ
て
、
ノ
米
國
人
は
一
力
の
ボ
ケ
ッ
.ト
.か
ら

錢

を

出

し

，て

他

'の
ポ
ケ
ッ

.ト
に
.入
れ
て
居
る
に
過
ぎ
ぬ(

c
h
a
p
; II. 

pp.

米
國
に
於
け
る
戰
偾
帳
泔
論

' .
'
，
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米
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げ
る
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.帳
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論
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.一、f
r

 

t

得
i

f

國
|

_

及
び
勞
f

爱

I

I

め
ね
ば
な

I

ま

た

音

1

、
 

f

に
I

者

I

f

iは
改
め
て
戰
I

l

f
の
I

つ

專 

U

つ

た

艺

|

家
は
獨
i

f
投
資
す
る
こ
と
に
依
つ
て
之
を
支
拂
つ
て
居
1

.
即

ち

售

人

泽

.

.

.
M
 .
 
-

1

0、
ぁ 

た
f

な
か
つ
た
わ
e

i

.

?

f
勺
，

I

:
丨 

' 

、木
1

は
片
呜
も
戰
债
の
負
f

免
れ 

ミ

、
含

、-
,
1

i

ガ
國
内
の
1

1

1
支
拂
資
金
を
供
給
し
て
、
そ
の
代
り
に
獨
乙
蒙
I

取
つ
た
の
ひ
ぁ
つ

バ

i

l

i

l

f
の
流
入
I

絕

す

眷

全

く

無
憤

I

I

貧

I

一)

。
斯

く

て

ト

ぁ

.

!

れ
ば
、
H

[ I
”
U

1

•モラ
ト
i

 

I

春

、
次 

i

g

l

f

た
。

f

腸

爛

1

1

^

s

米
國
丨
と
つ
て
r
陸
の
瓜
に
全
く
何
の
差
別
も
な
い
f

ぁ
る

o 

f

 

fご 

ノ

消
^

^

i

i

i

f

 

f、
i

の
I

I

戰
債
は
帳 

ザ

.

，
力

、

る
俠
へ
ば

i

帳
消
と
米
國
の
質
穩
進
と
を
交
換
條
件
に
す
る
と
せ
ょ
。
外
國 

む

國

r

f

 

i

f

l

f

l

l

T

s

l

f

u

y

t

ね
ば 

。
{

f

 

f

 

I
、
墓

f

f

彡

I

貸
I

へ

ば

そ

の

手

霞

I

債
の
代
|

債

を

以

て

し

産
I

併

し

若
し
米
國
が
そ
れ

に
半
つ
て
，|-
1
國

€
關
税
を
-'
]
|下
げ
る
こ
と
に
同
意
す
る
な
ら
ば
、
米
國
は
二
度
.

Q

支
拂
を
な
す
樣
な
も
の
と
な
る
で
あ
ら
ぅ
。

QPP. 

7
0
-
7
1
)

又
戰
廣
帳
消
を
軍
備
縮
少
の
代
償
と
し
た
と
す
る
。

政
治
上
の
困
難
は
別
と
し
て
、
假
り
に
佛
國
が
売
全
な
軍
縮
を
行
つ
た 

ら
そ
の
結
艰
如
何
。
佛
國
の
租
税
は
そ
れ
に
應
じ
て
減
少
し
、
そ
の
生
產
费
は
等
し
く
低
落
し
て
、
英
國
同
様
に
國
際
市
場
に
於
て
来 

國
以
下
に
安
賫
り
す
る
で
あ
ら
ぅ
。(

p
.

VI
2)

然
ら
ば
米
國
は
戰
債
を
取
立
る
方
法
は
な
い
か
。
そ
の
爲
に
米
國
が
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ 

と
は
戰
爭
で
あ
る
。
そ
の
時
に
は
丁
度
こ
の
債
務
が
最
初
行
は
れ
た
の
士
同
様
に
、
物
資
及
び
勞
務
で
の
支
拂
を
受
け
る
こ
と
が
出
來 

る(

P
,
7
S
,

)

P 

'

V
更
に
'彼
.は
戰
愦
以
外
の

.米
國
の
對
外
债
權
に
言
及
し
、
，■一

 

九
ニ
〇
年
丨
ー
九
三
：.ー
年
間
.の
.貿
易
差
額
艽
〇
〇
西
萬
€
並
に
外
に
公
私 

t
の
元
利
金
.七
〇
〇
百
萬
弗
の
受
取
分
が
あ
る
。
之
の
友
拂

.を
受
け
る
に
は
そ
れ
龙
け
多

t
輸
入
ず
る
か
、
又
は
そ
れ
だ
け
輸
出
を
減 

じ
.な
け
れ
.ば
な
ら
，ぬ
。
然
る
に
米
國
政
府
は
却
つ
て
關
税
を
高
め
或
は
獎
勵
金
を
與
ベ

た

る

^

f

し

て

、

公
偾
に
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム 

私
債
に
：は
取
立
休
止
協
約
を
締
結
せ.ね
ば
な
ら
な
'か
つ
た(

荃

0 0
2

-0 0
4)

0 

.

■l
f
ば
旣
に
死
ん
•た
も
の
あ
る
の
に
そ
れ
を
適
當
に
葬
り
得
な
い
の
は
民
衆
の
反
對
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
0
併
し
浩
し
米
國
か
政
治 

的
に
帳
消
不
可
能
な
ら
ば
、
.歐
洲
は
支
拂
を
拒
絕
す
る
の
外
な
い
。
然
ら
ば
そ
の
拒
絕
を
避
け
る
方
法
如
何
？
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
宣
言 

•に
及
く
も
の
は
な
く
、
斯
く
て
戰
僙
問
題
の
解
決
は
米
國
の
輿
論
と
政
治
的
意
見
と
が
そ
の
翁
相
を
悟
る
ま
で
待
つ
外
な
い
。
之
が 

S
i

m
o

n
d

s

の
意
見
で
あ
る
。
併
し
彼
も
こ
.の
帳
消
或
は
拒
絕
も
共.に
內
外
の
繁
榮
を
直
ぐ
に
囘
復
す
る
も
の
と
は
考
へ
な
い
、
唯
こ
れ 

ま
で
絕
望
的
に
閉
さ
れ
て
居
つ
た
行
路
を
明
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
見
る
。

(

夸

ら

0も
0\)

米
_
に
於
け
る
.戰
债
帳
悄
論
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一'丈
f

の
如
き
兩
I

同
決
議
案
の
I

I

し
て
f
 

o

ぐ

て

◎

€ :
員
^

!

、̂
勞
働
代
表
、
.ニ
寒
實
業
家
、
蒙

i

l

「

l

f

及
び
I

I

」

を
I

す
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義
し
、

|

除

季

'

I

I
際

經

濟

馨

の

蘭

の

盡

カ

I

f

而
し
て
前
I

I

萎

.f

ダ
て
，米
域
代
表

.t

て
、
各
國
と
對
米
戰
債
に
就
て

.そ
の
延
長
の

方
法
、 
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1
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の
讓
步

|

代
f

し
て
協
議
す
る

1

1
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没

‘
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ア
ム
或
は
一

I

f
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I

速
一

、
.
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I
れ
I

屋

戰

I

憲

決
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、
米
國
か
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入
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I

素
し
、
祖
っ
攀
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一.、
大

統

領

にY
o

u
n

g

案
に
.依
る
苹
赋
金
に
關
し
て
、各
僙
務
國
別
々

に
一
一
十
五
ケ
年
間
：の
モ
ラ
ト
リ
ブ
ム
を
許
す
權
限
を
與
ふ
、
 

但
し
そ
の
許
可
條
件
は
、

O

 )

そ
の
國
家
が
此
決
議
の

因
的
を
實
現
す
る
に
役
立
つ
樣

恕
救
濟
を
行
ふ
可
き
こ
と
、

(

一
Wそ
の
國

家
は
-

 

，前
記
凌
致
會
の
提
案
に
從
つ
て
米
國
の
外
國
贸
舄
を
.囘
復
し
、
且
つ
發
展
せ
し
め
ん
と
し
て
米
國
を
援
助
す
る
爲
め
に
徹
鹿
的
な
圮
つ 

有
ゆ
る
手
段
を

it
じ
て
協
働
す
る
こ
と
を
約
す
可
き
こ
と
、
並
に

0

二)

そ
の
國
家
は
同
國
が
債
權
盏
た
る
戰
時
賠
償
金
の
支

柳
及
び
そ 

の
他
の
戰
债
支
拂
に
同
機
の
ー
モ
ラ
ト
ゲ
ア
ム
を
宜
言
す
可
き
乙
と
。

1

、
此
袭
員
會
に
、
之
等

.の
外
國
政
府
と
ニ
十
五
ケ
苹
の
モ
ラ
ト
リ
ム
の
間
、
每
年
對
米
戰
偾
の

一
部
が
同
國
の
各
苹
の
米
國
か
ら 

の
輸
入
高
に
籐
じ
て
帳
消
と
な
る
こ
と
を

.協
約
す
る

.權
限
を
賦
與
す

。',

I
、

一
一
十
五
ケ
年
の
モ
ラ

.

ト
リ
ア
ム
を
各
國
に
許
す
に
當
つ
て
、
大
銃
領
は
每
五
华
末
に
こ
の
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
の
米
國
に
與
ふ
る
利 

益
を
：#

考
ず
る
權
限
を
保
留
す
、
而
し
て
若
し
も
債
務
國
の
何
れ
か
一

.

國
が
米
國
と
の
國
際
贸
易
を
囘
復
し
、
之
を
發
展
せ
し
め
る
に 

.

街
效
な
施
設
を
行
ふ
こ
と
を
怠
つ
た
場
合
に
は
、
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
は
自
然
消
滅
に
歸
し
、：
而
し
て

Y

o

g

g

案
の
協
定
に
戡
く
過
去
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對
來
の1

切
の
支
拂
は
直
ち
に
期
日
と
し
て
支
拂
は
る
可
く
、
，且
づ
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の
後
の
1
切
の
支
拂
は
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g
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案
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定
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通
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は
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米
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竹
S
戰
倩
帳
消
論
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共
同
決
議
案
の
考
案
者
は
、
之
に
依
っ
て
雪
の

I

貿
i

f

i

ば
、
そ
の
輸
出
入
卜
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の
I

、
ザ
常

I

の
s
f
w

上
げ
ら
れ
、
輸
入

f

同
年
度
位
に
し
か
負

I
I

ず
、
同
時
に
輸
出
額
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償
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れ
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業
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め
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ム
の
I

を
以
て
優
れ
り
类
は
ね
ば
な
ら
ぬ
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業

戰

攀
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點
に
於
て
、
初
め
て
共
同
薇

I

い
た
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靈

要

求

_

る
も
の
で
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來
國
の
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求
は
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大
の
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a

で
寺
0
べ
し
と

*云
ふ

0而
し
て
ー
方
に
は
此
點
に
就
て
樂
觀
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を
爲
す
.者
が
あ
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記
激〕

の
.如
き
が
之
.で
お
る
°
斑
ち
来
^
.に
於
て
も
銀
行
家
.

^
.集家
.
.經
濟
導
^
達
は
戰
r
力 

歐
米
双
方
に
有
害
な
る
を
認
識
し
始
め
た
が
、
併
し
民
衆
、
殊
，に
中
部
西
部
に
於
て
は
政
治
家
に
依
0
歐
洲
が
支
拂
ひ
得
ざ
る
は
軍
備 

費
を
多
く
姐
す
た
め
な
I

說
か4

、

又
納
税
者
は
_

が
增
加
し
、
且
つ
課
の
不
足
蛋
に
裏
を
脅
か
し
つ

i

f
に
、
现
狀 

r
成
の
推
.
1
b
,
ヶ
ぷ
が
、
斑
に
そ
の
不
延
を
大
に
し
增
税
せ
し
め
る
樣
に
思
は
れ
を
の
に
外
債
の
ー
掃
に
あ
り
と
說
か
れ
る
の
'で
、
之 

を
S

得
な
い
狀
態
に
I

O
併
し
近t

民
衆
も
之
を
现
解
し
始
め
た
微
候
は
認
め
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
S

が
令
で
は
何
等
か
の
機 

#•
に
は
、
農
産
物
の
輸
li
v
の
不
能
或
は
そ
の
代
價
の
引
合
ぬ
.こ
と
を
以
て
、
.戰
債
と
.交
渉
：あ
り
や
を
問
ふ
様
に
な
つ
て
來
た
と
。
之
は 

R
e
i
.
d

の
觀
察
で
あ
る
が
、
-更
に
德
は
政
府
の
‘) 1

度
に
就
て
を
樂
觀
的
で
あ
つ
て
歐
洲
大
戰
當
時
の
米
國
政
府
が
態
度
を
^
變
し
て
の 

參
：ji
l
を
擧
げ
て
、
米
國
人
は
峻
嚴
な
事
實
I

歐
米
兩
方
に
利
益
な
け
と
の
1

を
說
得
さ
れ
る
時
は
it
ち
に
之
を
採
用
す
る
と
。
倚 

彼
は
米
國
S

際
的
な「

孤
立
政
衆」

に
就
て
も
I

冒

及

、び

P

H

並
に
，i

i

同
樣
に
觀
察
し
て
此
說
は
支
■

を 

,、
ひ
つ
、
あ
り
と
^
ふ
'0
a£
.然
る
に
新
大
統
領
の
就
往
以
來
米
國
の
政
#
に
現
は
れ
た
拆
勢
は
大
-̂
ぎ
へ
の
ず
栽
^
抒
^-
の

賦

リ

に

仅
 

る

ィ
ン
7
レ
1
:シ
ョ
.ン
政
策
か
ち
班
に
進
ん
で
統
制
的
經
濟
政
策
の
逐
行
に 

一
面
に
於
て
今
後
に
於 

け
る
I

立
的
政
策
の
墨
を
豫
想
せ
し
む
：る
の
で
t

o
元
來
資
本
義
經
濟
の
.存
續
と
そ
の
發
股
は
國
際
的
に
の
み
可
能
に
し
て 

到
底
斯
か
る
手
段
に
侬
0
て
今
日
の
世
界
的
不
況
.を
米
關
獨
り
苋
服
し
得
る
所
で
な
い
が
、
.而
も
今
後
米
國
が
浩
干
の
統
ii
i
l的
政
策
を 
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ひ
、
^
の
效
來
を
幾
分
に
て
も
納
め
ん
と
す
る
に
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、
%:の

，：
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行

途
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に

生

ず
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他

國

；と
：
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^
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に̂
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る
に
至
る
で
あ
I

O

旣
に
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き
の
偷
敦
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る
國
際
經
濟
會
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に
早

く

急

の
片

鱗

は

.窺

ひ

得

を
留

で

あ
 

る
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然
ら
：ば

今

後

の

戰

債

問

題

.

の

磨

に

：就

て

も

、
結

局

に

於

て

g

康

—

に
依
っ
て
解
決
を
見
る
の
外
な
い
で
あ
ら
ぅ
が
、
そ
.の
間
の
過
程
に
は
此
點
即

ち

米

國

の

翌I
 

と
の
⑴
に
尙
久
し
き
に
亘
つ
て

,

な
る
紛
糾
を
免
れ
得
な
；い
で

.

あ
ら
ぅ
。
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.顧
I

業
戰
債
帳
消
論
は
歐
洲
大
I

後
|

歐
洲
復
興
の
一
策
と
し
て
、
又
今
4

は
I

的
I

I

の 
一.
5

し
て
は
何 

人
も
之
I

肯
す
る
所
で
あ
つ
：て
、
十
余

I

に
溯
り
.1

3

そ
の
他
の
主
張
以
來
此
意
味

I

け
る
經
舊
と
し
て
は
旣

i

 

さ
れ
た
i

l
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し
之
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侧
I

れ
ば
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そ
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消
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i

て
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ぬ
-
題
で
あ
る
そ
の
货
に
今
日
主
張
さ
れ
っ
表
る
の
が「

豪
受
納
能
力」

の
蹇
で
あ
り
、
又

世

餐

奢

翌

に

衣

る
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s

f
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待
す
る
帳
消
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t
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地
祖
改
正
前
後
の
農
民
運
動

■J

r 

小

池

基

：之
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-
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. 

;

j

明
治
維
新
は.「

资
木
家
的
坐
：產
關
係
の
，支
配
的
展
開
べ
の
端
緖.

一.〕

と
し
て
劃
期
的
31
耍
性
を
有
す
る
。
近
代
的
な
諸
制
度
及
.び 

諸
階
級
對
立
の
發
端
は
之
を
明
治
維
新
に
ま.
で.
跡
付
け
る
こ.
と
が
出
來
や
ぅ
。
從
0

-r
、
近
：代
農
民
連
動
史
の
叙
述
は
、.
大
正
十1

半 

四n
：

の「

n

本
農
段
組
合j

の
結
成
に
^

を
起
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
が
*

尙
、
そ
の
前
史
は
少
く
と
も
地
租
改
正
並
び
に
そ
の
前
提
を
爲
し 

.

た
農
業
改
取
を
中
心
と
し.
て
起
つ
た
農
圾
騷
撥
一
揆
に
遡
る
こ
と
が
：出
來
る
。
そ.
の'
形.
態
は
、
明
治
十
尔
西
南
戰
役
を
轉
期
と
し
て
ブ 

ル
ジ
ョ
ァ
妈
主
主
義
遝
動
と
し
て
の
0

出
段
權
運
動
に
解
消
す
る
ま
で
は
、

尙
そ
れ
以
後
に
於
て
も——

舊
封
建
社
#

か
ら
.繼
承 

せ
ら
れ.
た

1

揆
形
態
を
#

續
し
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
が
、.
明
治
維
新
の
も.
つ
重
要
性
の..
故
；に
、
殊
に
階
級
分
化
の
起
點
と
を
つ
た
原
始 

的
諮
横
の
掼
杆
と
し
て
の
地
租
改
.1
1
£:
、
並
び
に
そ
の
前
提
要
仰
で
あ
る
^

奴
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放
が
近
代
的
農
業
史
の
起
點
と
し
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有
す
る
21
耍
性
の 

故
に
で
あ
る
o
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す
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あ
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